
第10章 タイム･トライアル 

 

【解答】 

 

① 商品¥100,000 を購入し、代金は小切手を振出して支払った(分記法で処理すること)。 

   (商品) 100,000    (当座預金) 100,000 

② 上記①の商品すべてを¥120,000 で販売し、代金の半分は現金で受取り、残りは掛とし

た。 

   (現金) 60,000   (商品) 100,000 

   (売掛金) 60,000  (商品販売益) 20,000 

③ 商品¥100,000 を購入し、代金は小切手を振出して支払った(分割法で処理すること)。 

   (仕入) 100,000   (当座預金) 100,000 

④ 上記③の商品すべてを¥150,000 で掛販売した。 

   (売掛金) 150,000  (売上) 150,000 

⑤ 上記④で掛販売した商品の一部が運送中に破損して、相手会社からの申し出により

¥10,000 の値引きを行った。 

    (売上) 10,000   (売掛金) 10,000 

⑥ 商品¥80,000 を掛で購入し、運送費¥3,000 を現金で支払った(分割法で処理すること)。 

    (仕入) 83,000   (買掛金) 80,000 

                           (現金)  3,000 

⑦ 上記⑥の商品すべてを¥110,000 で販売し、代金のうち¥50,000 は小切手で受取り、残

額は掛とした。 

    (現金) 50,000  (売上)  110,000 

    (売掛金) 60,000 

⑧ 商品¥75,000 を購入し、代金は掛とした(分割法で処理すること)。 

    (仕入) 75,000  (買掛金) 75,000 

⑨ 上記⑧の商品のうち¥25,000 について品違いがあり、返品した。 

    (買掛金) 25,000   (仕入) 25,000 

⑩ 決算に際し、期末商品棚卸高は¥50,000 であった(なお、残高試算表の繰越商品は、

¥30,000 であった)。 

    (仕入) 30,000  (繰越商品) 30,000 

    (繰越商品) 50,000  (仕入) 50,000 

 

 

 

 



ズーム・アップ 

 

A) 転記 

 

       現   金                 当座預金 

⑦売上     50,000 ⑥仕入      3,000  前期繰越 180,000 ③仕入  100,000 

     

 

       売 掛 金                  繰越商品 

④売上  150,000 ⑤売上  10,000  前期繰越  30,000 ⑩仕入  30,000 

⑦売上  60,000   ⑩仕入   50,000  

     

 

       買 掛 金 

⑨仕入   25,000 ⑥仕入  80,000  

 ⑧仕入     75,000   

    

 

       売   上                 仕   入 

⑤売掛金  10,000 ④売掛金 150,000    

⑦諸口     10,000 

 ③当座預金 100,000 

⑥諸口    83,000 

⑧買掛金  75,000 

⑩繰越商品 30,000 

⑨買掛金 25,000 

⑩繰越商品 

50,000 

 

     

 

 

 

B) 精算表作成 

(ⅰ) 商品売買に関する各勘定の貸借差額を、残高試算表欄に記載します。 

勘定科目 
残高試算表 修正記入 損益計算書 貸借対照表 

借 方 貸 方 借 方 貸方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 

繰 越 商 品 30,000        

売 上  250,000       

仕 入 233,000        

 

 



(ⅱ) ⑩を修正記入欄に記入します。 

勘定科目 
残高試算表 修正記入 損益計算書 貸借対照表 

借 方 貸 方 借 方 貸方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 

繰 越 商 品 30,000  50,000 30,000     

売 上  250,000       

仕 入 233,000  30,000 50,000     

 

(ⅲ) 繰越商品と仕入は、残高試算表欄を出発点とし、修正記入欄の金額を加味して、繰越

商品は B/S欄へ、仕入は P/L 欄へ記入します。売上は、そのまま P/L 欄に記入します。 

勘定科目 
残高試算表 修正記入 損益計算書 貸借対照表 

借 方 貸 方 借 方 貸方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 

繰 越 商 品 30,000  50,000 30,000   50,000  

売 上  250,000    250,000   

仕 入 233,000  30,000 50,000 213,000    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



もう一歩前へ！ 

 

問題 次の資料に基づき、先入先出法で商品有高帳を作成しなさい。 

なお、締切りも行うこと。 

 

［資料］ 

7 月 1 日 前月繰越  50 個  @¥100  ¥5,000 

  5 日 仕 入   70 個  @¥110  ¥7,700 

  12 日 売 上   80 個  @140     ¥8,400 

   20 日 仕 入    100 個  @105  ¥10,500 

   25 日 売 上   120 個   @130    ¥15,600 

 

【解答】 

商品有高帳 

(先入先出法)                                                               T商品 

平成 

○年 

摘 要 受   入 払   出 残   高 

数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額 

7  1 

 5 

 

12 

 

20 

 

25 

 

31 

前月繰越 

仕入 

 

売上 

 

仕入 

 

売上 

 

次月繰越 

 

前月繰越 

50 

70 

 

 

 

100 

100 

110 

 

 

 

105 

5,000 

7,700 

 

 

 

10,500 

 

 

 

50 

30 

 

 

40 

80 

20 

 

 

 

100 

110 

 

 

110 

105 

105 

 

 

 

5,000 

3,300 

 

 

4,400 

8,400 

2,100 

50 

50 

70 

 

40 

40 

100 

 

20 

100 

100 

110 

 

110 

110 

105 

 

105 

5,000 

5,000 

7,700 

 

4,400 

4,400 

10,500 

 

2,100 

220  23,200 220  23,200 

8  1 220 105 2,100   220 105 2,100 

 

【解説】 

・ 売上の単価は売価を示していますが、商品有高帳への記入は、原価で行います。 

・ 残高欄の最後の数値は、次の払出欄の数値になり、それは次月繰越の数値になります。 

・ 締切時の単価欄は、空白になります。 

・ 日付欄も、締切線を記入します。 

 


